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要 旨 72歳男性．主訴は肉眼的血尿と右側腹部痛．造影CT検査で馬蹄腎と右腎下極に相当
する部位に長径６㎝の内部不均一な腫瘤性病変が認められた．尿細胞診検査は陽性で，

馬蹄腎に発生した腎盂癌と診断し馬蹄腎峡部離断術，右半腎尿管全摘除術を施行した．病理診断
は尿路上皮癌，G３>G２，pT4, リンパ節陽性であった．術後にGemcitabine（ゲムシタビン）と
Cisplatin（シスプラチン）による化学療法を行ったが肺転移を認め術後19カ月で死亡した．本邦
で報告された馬蹄腎に発生した腎盂癌26例を集計して正常腎に発生した腎盂癌と臨床的に比較し
た．馬蹄腎では左腎優位に発生する傾向がみられたが，左右比以外の相違は認められなかった．
馬蹄腎では水腎症や腎結石の発症も左側が多いとされている．馬蹄腎の癒合は右癒合と比較して
左癒合が多いことが関連している可能性がある．馬蹄腎に発生する腎盂癌も正常腎と同様に浸潤
性癌の報告が多かった．長期観察の報告例は少なく，長期生存例はわずかであった．
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緒 言

　馬蹄腎は先天的な腎の癒合異常では最も頻度が高
いもので400–700人にひとりの割合で発症するとさ
れている１)２)．今回われわれは馬蹄腎に発生した腎
盂尿路上皮癌を経験した．自験例を報告するととも
に，馬蹄腎に発生した腎盂癌の臨床的特徴につき本
邦での報告例をもとに検討した．

症 例

症例：72歳，男性．
主訴：肉眼的血尿と右側腹部痛．

既往歴：特記事項なし．
現病歴：右側腹部から右下腹部にかけての疼痛と肉
眼的血尿のため近医を受診した．尿路結石を疑い精
査を行ったが結石は不明のため信州上田医療セン
ター（当院）泌尿器科へ紹介となった．
現 症： 身 長 158 cm， 体 重 65 kg． 血 圧 160/83 
mmHg，心拍数 64回／分，体温 36.4 ℃．腹部は軽
度膨隆，軟，圧痛なし．血液検査では白血球 6,400/
μl，赤血球 505×104/μl，血小板41.2×104/μlと軽
度の貧血と血小板増多を認めた．尿検査では肉眼的
血尿はみられず，沈渣で赤血球 30-49/HPF，白血
球 ５–９/HPF，細菌+/－であった．造影CT検査を
施行したところ，馬蹄腎であり，右腎下極に相当す
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